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学習課題（中学校２年生） 

【理科】 

＜学習内容＞「天気の変化と大気の動き」 

〇教科書「風がふくしくみ（P96～98）」を読んで、気圧配置と風や天気の

関係について考え、まとめてみよう。 

〇教科書「大気の動きによる天気の変化（P99～106）」「地球規模での大気

の動き（P107～109）」を読んで、前線と天気の変化、日本付近の低気圧

や高気圧の動きについて考え、まとめてみよう。 

＜取り組み方＞ 

(1) 教科書 P96 の「図 27」について、等圧線を書き込み、低気圧と高気

圧の位置について考えよう。等圧線は 1000hPa を基準に、４hPa ご

とに細い実線で結び、さらに、20hPa ごとは太い実線で結ぶこと。 

 

(2) 教科書 P97 の「考えてみよう❶～❸」について考え、図や言葉を用

いて説明してみよう。 

 

(3) 教科書 P100～101 の「実習１」について、次の①～③に着目しなが

ら、低気圧と高気圧の動きの規則性と天気の変化の関係について考

え、説明してみよう。 

① 低気圧や高気圧が移動する向きについて 

② 低気圧や高気圧が１日におよそ何 km 動いていたか 

③ 低気圧や高気圧がもたらす天気の変化について 

 

(4) 性質が一様で大規模な大気のかたまりのことを気団という。教科書

P102～106 を読み、次の①～③について考え、まとめてみよう。 

① 気団の種類と前線面のでき方について 

② 前線の種類とそれぞれの前線付近の天気の変化について 

③ 低気圧付近の前線と雲の種類について（教科書 P104～105） 

 

(5) 日本付近の低気圧は、西から東へ移動するものが多く、高気圧にも

同じように移動するものがある。この理由について考え、説明して

みよう。 
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(6) 下の図は、令和２年 11 月 13 日の 12 時～18 時の天気図と、その日

の札幌市における天気の変化を記録した表である。取り組み方(1)

～(5)の学びを活用し、この日、札幌市はどのような天気であった

か、根拠をもって詳しく説明してみよう。 
（気象庁 HP https://www.jma.go.jp/jma/ 参照） 

 

 

＜学習のヒント＞ 

(1) 自分の書き込んだ等圧線と教科書 P96 の「図 28」を見比べて確認してみましょ
う。 

(2) 天気図と雲画像を見比べながら考えたり、風向や風力の表を確認したりしながら
考えると良いでしょう。 

(5) 教科書 P107の「図 43」をみて、日本の位置と偏西風に着目してみましょう。 
 

 

令和２年 11 月 13日 15時 令和２年 11月 13日 12時 令和２年 11月 13日 18時 

うすぐもり 
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